
バイオの散歩道

学科・専攻の広場1 学科・専攻の広場2

植物工場基盤技術研究センター長　　竹迫　紘

　本センターは平成21年度、経済産業省の「農商工連携」による食
料の安定供給、農業の産業化を目標に、植物工場の諸問題の解決
を目指す研究開発と地域の事業者育成のための技術指導、情報
提供を目的とする「先進的植物工場施設整備事業」により設置され
ました。本学では農・理工学部の開発技術を活用し、培養液のナノ
バブル殺菌、人工照明、無菌的空調により、無農薬、無洗浄の清浄
野菜を生産するシステムや、風車・ソーラー発電の自然エネルギーの
利用などを特徴とした植物工場システムを申請し、全国8拠点が受
理され建設にいたりました。
　施設の1階には、高機能照明システム・温度・湿度・二酸化炭素濃
度制御可能植物栽培クリーンルーム（完全人工光型植物工場）、
CO2ナノバブル・光触媒養液浄化システム研究機械室、講習会等を
行う研修室、2階には、品質評価等分析室、菌計測等培養室、環境
制御可能大型栽培チャンバー4室、研究員室があります。
　現在、農・理工学部により自然エネルギー活用、LED開発など効
率的栽培システムや、特定波長パルスによる機能性野菜類の栽培
技術などの研究が開始されています。また、経営学部、商学部と共
同し植物工場生産物の地域流通調査や人材育成事業（リバティア
カデミー）が進行中です。今後、明治大学の「農商工連携」研究組
織として、地域社会に新たな「ビジネスモデル」の提案を具体化して
行きます。加えて「先端的
で夢のある農業」を展望
できる教育施設として全学
部の学生諸君が活用でき
るセンターに発展させて行
きます。

「植物工場基盤技術研究センター」の
現状と将来

明治大学地域産学連携
研究センターについて 
 
地域産学連携研究センター副センター長　　廣政 幸生

バイオの散歩道

［発行日］ 2012年1月30日　［編集］ 明治大学農学部「バイオの散歩道」編集委員会（賀来 華江・菅野 博貢・久城 哲夫・紀藤 圭治・石月 義訓・高瀬 智子）
〒214-8571 神奈川県川崎市多摩区東三田1-1-1　TEL.044-934-7570　FAX.044-934-7902

Winter 2012

第８号

　数年前に黒川農場建設予定地を見学するイベントがあった。その時ところどころに大きな縦穴が
開いていた。これは明らかに自然薯堀りをした跡だが、普通は埋め戻しておくのがマナーだ。自然薯
はヤマノイモのことで、11月以降の蔓が枯れてからがシーズンで、花の咲いた跡のある蔓を掘る。
今回の食材は地下の芋が掘りごろになる前の10月に収穫時期を迎えるムカゴ（写真右）である。
　ムカゴは植物の栄養繁殖器官の一つであるが、すべての植物が作るわけではない。ヤマノイモ
の他にオニユリやウワバミソウのムカゴが食用としては有名であるが、単にムカゴといった場合は
山芋類のものを指す。生田キャンパス内では比較的多くのヤマノイモの蔓を見つけることができる
が、直径1cmを超えるようなとりやすく食べやすいサイズのムカゴを多くつける蔓はあまりない。
ちなみに、よい蔓が絡んでいる場所を数箇所見つければ20、30分で両手に一杯ほど収穫できる。
　ムカゴは軽く水洗いして、塩茹でにして酒の肴にするか、ムカゴご飯にするのが一般的だ。ムカゴ
ご飯にするときは一つまみの塩を加えることを忘れてはいけない。風味も旨みも大きくアップす
る。写真のムカゴの量でお米は２合位が丁度良いだろう。
　実は大学内ではお化けのようなムカゴを見ることができる。今井勝教授が栽培研究しているい
わゆる「宇宙芋（エアーポテト）」だ。写真（左）からも明らかなように、まったくサイズが異なる。同じ
仲間の植物だが、ヤマノイモとは逆で芋は大きくならないらしい。

（農芸化学科　天然物有機化学研究室　　荒谷　博）
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編集後記
　2012年1月、「バイオの散歩道」第8号をお届け致します。東日本大震災からの復興に取組まれる方々のご健康を心よりお祈
り申し上げます。昨年は誰もが、命の大切さについて何度となく思いを巡らせた年でした。本年は黒川農場も竣工を迎え、植物工
場や地域産学連携研究センターなど、研究と教育、地域を結ぶ拠点が整ってまいります。私たちの研究が命をつなぐ営みに結び
ついていることを忘れずに、今後とも励んで参りたいと存じます。（第８号編集担当・高瀬智子）

　通称生田坂の手前で建設工事が進んでいることをご存じの方も
多いと思う。年度内の竣工を目指して、現在、進捗状況がほぼ50％と
なり、やっと、建物の外観が望めるようになった。仮称の看板が掛かっ
ているが、正式名称は地域産学連携研究センターである。
　センターの設立目的は、本学の技術シリーズ・知的資源を活用し
た産学連携事業を促進することと地域中小企業者・市民等に対す
る施設開放・交流事業の促進である。前者は経済産業省の地域企
業立地促進等共用施設整備補助金を受けていることに拠り、後者
は川崎市と本学との地域連携施設建設の協定に拠っている。
　建物は地上3階、地下1階の延床面積は約2,400㎡である。地下
に多目的室、会議室、倉庫（災害時備蓄品）、1Fは研究開発成果
展示スペース及び事業家支援室、2Fはテクノロジーインキュベー
ション室（3室）及び試験分析・試作加工装置室（4区画・8装置）、
3Fはテクノロジーインキュベーション室（7室）で構成されている。
内容から分かる通り、本学が提供をするインキュベーション施設が
主である。地域の中小企業を対象としているが、当然、本学教員にも
開かれた施設であり、割引料金利用できる。関心のある方は、是非、
利用を考えて頂きたい。近々、リーフレットを配布し、入居者を募集
する予定であ
る。尚、屋上から
は生田キャンパ
スへのアクセス
ブリッジが架かる
が、利用方法は
今後の検討と
なっている。




